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１-1．WG設置の背景

参考資料）
※新たな時代の地質調査業 アクションプラン 2023 ～社会に寄りそう地質調査業～ 全国地質調査業協会連合会 2023年

https://www.zenchiren.or.jp/60th/img/60th_pamphlet.pdf

1-1 大切な人の命と安心安
全な生活を守る

1-2 「縁の下の力持ち」と
して快適で豊かなまち
づくりに貢献

2-2 地質調査業の領域拡大
を目指す

3-1 地質調査業で持続可能
な未来を創造

3-2 デジタル化する未来社
会へ対応

2-1 伝統的技術を改革

1-3 地質の不確実性を読み
解き「地質リスクマネ
ジメント」を先導

2-3 業としての魅力を創造

新たな時代の地質調査業
アクションプラン

2023※

カーボンニュートラル・SDGsへの
取組み

インフラの老朽化対策

激甚化する災害への対応

地質調査技術の継承進化

インフラ分野における生産性革命

地質調査成果の品質向上・
地質調査技術の高度化

＜具体のアクション＞ 新たな時代の地質調査業
アクションプラン

2023※
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激甚化する災害への対応



軟弱層の３Dモデル
地震動解析

液状化ハザードマップの全
面展開

火山噴火ハザードマップの
普及

地質・地盤に係る災害の原
因調査と結果公表

個別災害に関する
災害レポートの作成

小冊子等による
防災教育推進

地区協会・県協会等へのヒ
アリング・実態調査 災害協定の実態調査 現状の問題点の分析

地すべり判読の
自動化（AI活用） ②災害リスクの解析災害復旧/復興事業の地質リ

スクマネジメント
災害リスク・ハザード情報

の発信
①災害情報の
活用と発信

地盤災害に関するリアルタ
イム情報発信のあり方検討
（気象業務法関連）

意見交換会等を通じた発注
者サイドへの発信

⑧災害時における
相互協力体制の

確立
災害時の広域協力のための

ルール作り

土石流発生の危険度
分析（AI活用） 応用地形判読士の拡充 地表踏査の技術伝承

若手育成
日本の地質・地盤と
災害脆弱性の周知

土砂法の区域指定等を補完
する情報の発信

SARデータ解析による地盤
災害速報の実施

ボーリングマシン稼働調査
結果の分析

災害時に広域協力を行う災
害規模の提案

広域協力ルールについて地
区協会等とのコンセンサス

形成

匠の技の継承 熟練技術者の掘削技術のAI
等による解析

ボーリングマシンの
自動化・遠隔化 ②災害リスクの解析 ①災害情報の

活用と発信
⑧災害時における
相互協力体制の

確立
災害時緊急連絡網の構築 全地連版BCP？ 即応体制のルール作り

物理探査技術の精度向上・
適用範囲の拡大

③卓越した技術力の
活用

ドローン・ロボットを活用
した無人化観測技術

③卓越した技術力の
活用

災害時に頼られる
地質調査業界へ

⑦災害時における
即応体制の確立

災害時に活躍できる
人材育成

⑦災害時における
即応体制の確立 災害緊急調査のあり方検討

３次元物理探査等
有効な適用事例の収集

災害対応技術の
カタログ化

発注者等への災害対応地質
調査技術の周知活動

④ICT技術等を活用
した新技術開発

⑤地質調査業の
社会的認知の向上 ⑥担い手確保・育成 災害現場における

安全対策・教育の充実
地盤工学会等学協会等の協

働体制の確立 国等からの要請への対応

ユビキタスな
センサー開発

地盤のBIM/CIMモデル事例
収集 災害調査現場のDX SDG’ｓへの貢献 地質調査業の

リブランディング 社会貢献活動 外国人の活用 育成プログラム（キャリア
パス）の作成

中学・高校での地学教育の
普及

センサー情報収集のための
ローカルネットワーク

④ICT技術等を活用
した新技術開発

３Dモデルによる
リアルタイム解析技術

発注機関との
不断の情報交換

⑤地質調査業の
社会的認知の向上

地質調査を通じた
海外協力の実施 SNSを通じたPR ⑥担い手確保・育成 出前授業の実施

リアルタイムデータ監視の
ための共通データ様式 防災デジタルツイン 防災デジタルツインの普及

に向けた活動
災害系学会での地質・地盤

関連の研究発表 コンプライアンスの遵守 国等の各種委員会に参加・
有益な発言 給与や働き方等の待遇改善 職場環境の改善 女性活躍の推進
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1-2．新しい時代の地質調査技術検討WG

目指すべきゴール：
災害時に頼られる
地質調査業界を
目指して

Group1：
災害対応技術のカタログの作成

Group3：
次世代技術における
協調領域の検討

Group2：
災害対応力強化に向
けた協力体制の検討

全地連技術委員会に新WGを設置（R7.4～R9.3）



2-1．カタログの目的
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迅速、広域、比較的新しい調査技術
・「何が分かる技術なのか」
・「どのような場面で使えるのか」
・「どのような成果が得られるのか」
災害状況に応じた判断支援が目的



2-２．グループでの議論の経緯
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方針決定 構成決定 Ver1.0

Ver1.1公開
印刷

HP掲載
４月 ６月 ８月 10月

９月全地連技術
フォーラム

地区協会
意見募集



• まずは発注者に地質調査を知ってもらう

2-３．編集方針
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検索性を重視し
現場で使いやすい

構成とボリュームに調整



2-４．カタログ構成
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• 災害現場の課題に対
する技術提案

• Q&A形式で構成

技術ごとに整理
• 目的や特徴
• 活用時期
• 得られる成果
• 事例



2-５．カタログの目次

8

※用語定義の例
発災直後（災害発生～１週間）：人命救助、災害による被害の初期評価
応急対応（１週間～１カ月） ：ライフラインの応急対応、対策方針検討、災害査定
復旧復興（１カ月～数年） ：地盤の設計定数設定、インフラの修復

裏表紙

参考資料）
※災害時に活用できる地質調査技術カタログ Ver1.1 全国地質調査業協会連合会 2025年

https://www.zenchiren.or.jp/geocenter/pdf/dr_technology_202510.pdf



2-６．ユースケース編の特徴
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34の災害現場の課題

Q&A形式で技術を提示

時期分類
発生直後 応急対応 復旧復興

事象分類
斜面災害 のり面・盛土被害

河川堤防被害 地盤の液状化 構造物被害
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2-７．ユースケース一覧
区
分 ユースケース

区
分 ユースケース

広

域

調

査

Q1 現地にアクセスできないが災害状況を把握したい。 目

的

別

調

査

Q18 港湾岸壁の空洞化状況を把握したい。

Q2 災害発生前後の状況変化を把握したい。 Q19 災害後の水面下の地形や構造物の周りの洗掘状況を把握したい。

Q3 広域での災害状況を把握したい。 Q20 車両が進入できない箇所の地盤状況を非破壊で把握したい。
Q4 被災地の詳細な地形データを取得したい。 Q21 斜面崩壊等による対策範囲や危険範囲を把握したい。
Q5 地盤災害に関する二次災害リスクを評価したい。 Q22 道路舗装面直下の空洞や緩みを確認したい。
Q6 災害後の法面の変状を効率的に把握したい。 Q23 被災地における重金属調査を簡易に行いたい。

Q7 急傾斜地等、車両の通行できない場所で地形の被災状況
を把握したい。 Q24 粒度分布を現地で早期に概略把握したい。

Q8 湧水箇所や裸地部の範囲、岩盤の風化状況、細粒土の分
布等を把握したい。

簡

易

地

盤

調

査

Q25 調査・試験期間を短縮したい。

Q9 広域的な地盤構造を推測したい。 Q26 地盤の物性値を簡易に把握したい。
目

的

別

調

査

Q10設計前に資する概略調査としてボーリング調査を補完するための地盤データを取得したい。 Q27 狭隘地において地質状況を取得したい。

Q11ボーリング間の支持層や工学的基盤面の不陸（谷地形）を推定したい。 Q28 急傾斜地において地質状況を取得したい。

Q12液状化する可能性のある地層の分布を把握したい。 Q29 地盤の鉛直方向の液状化危険度を取得したい。
Q13地下水や水みちの状況を調査したい。 Q30 地盤の物性値を現地で直ぐに確認したい。
Q14災害後の水源確保のための基礎情報を取得したい。 斜

面
監
視

Q31 人命救助に係る斜面の二次災害の兆候を把握したい。
Q15被災した基礎構造(杭・矢板等)の健全性を把握したい。 Q32 応急対応も含めた斜面の二次災害の兆候を把握したい。
Q16地下の空洞や埋設物の位置を把握したい。 Q33 災害後の復旧工事の動態観測をしたい。

Q17法面背面の空洞化状況を把握したい。 共
有Q34 災害後の対策方針を関係者間で共有したい。
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2-８．ユースケース事例



2-９．要素技術編の特徴
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• ユースケース編に紐づく30の要素技術を選択
• 基本事項と図面の２枚でポイントを提示

衛星SAR

空撮UAV

傾斜計
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2-10．要素技術一覧
手法
区分 調査手法 調査目的

セ
ン
シ
ン
グ

１ 干渉SARを用いた地盤変動解析 災害によって
変状した地形
状況を迅速に
把握する

２ 航空機やUAV等によるレーザ計測

３ LPデータによる地形解析

４ UAV空撮によるSfM画像解析

５ マルチスペクトルカメラ

６ 車載光学カメラを用いた計測

７ ハンドヘルドレーザ計測

探
査

８ 空中物理探査 災害が発生し
た地域の地質，
地盤の状況を
非破壊で迅速
に把握する

９ 浅層反射法探査

10 微動アレイ探査

11 電気探査

12 地中レーダ

13 衝撃弾性波探査

14 音響による水面下の地形調査

15 EM探査

手法
区分 調査手法 調査目的

地
盤
評
価

16 土層強度検査棒 災害が発生
した現場の
限られた作
業スペース
で迅速に物
性値を把握
する

17 簡易動的コーン貫入試験

18 ポータブル動的コーン貫入試験

19 SH型貫入試験

20 三成分コーン貫入試験(CPT)

21 ピエゾドライブコーン(PDC)

分
析

22 携帯型蛍光X線分析装置
災害が発生
して分析に
急を要する
際に、室内
試験の代替
として各主
成分などを
把握する

23 AI 画像解析を用いた簡易粒度判定

24 地下水の応急利用調査

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

25 傾斜計（地表面） 災害が発生
して不安定
な地盤の変
動状況をタ
イムリーに
把握し、二
次災害を防
止する

26 GNSS

27 土壌水分計

28 DASによる振動計測

29 雨量計

モ
デ
リ
ン
グ

30 地盤の3次元モデル

災害時の混
乱した状況で
取得したデー
タの共有を図
る
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2-11．要素技術の事例



2-12．裏表紙 各地区協会
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2-13．今後のスケジュール
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※カタログ配布先
国土交通省地方整備局・事務所，都道府県，政令市，高速道路会社，水資源機構，鉄道運輸機構，
電力会社，大学，土木研究所ほか

各地区協会からのコメント集約

印刷・配布

国への提案・ヒアリング

レビュー、Ver2.0 検討開始４月

１～３月

11～12月

10月



2-14．頂いたコメントの一部
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 経験がないとユースケースにたどり着くまでに時
間がかかるので災害のイラスト等があると良い。

 現場で何が起こっているのか，起こるのかを見立
てることを大切。目の付け所，ポイントなどがカ
タログでわかると良い。

 コスト・期間の目安が明確に提示されていると選
択しやすい。

 ユースケース、要素技術をもっと充実させること
を期待。

 ボーリング・各種現場試験などの標準的調査手法
を掲載しても良い。



2-15．まとめ
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現場での活用事例や
改善提案をお寄せください。
今後の改訂に反映いたします。
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